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一方で、一然（Il Yeon、1206－89）編『三國遺事』（Samguk Yusa、1281 年）以降、
韓半島の説話の中で動植物として描かれていた鬼神はいよいよ、鬼神譚の中に寃鬼
として登場する。その代表的なものが、『殊異傳』（高麗－朝鮮中期）の自殺した姉
妹が崔致遠（Choi Chee Won、857－？）と一夜を共にする物語、金時習（Kim Si 
Sup、1435－93）著『金鰲新話』（Kum O Shin Hwa、1465－70 年）〈萬福寺樗蒲記〉
（“Man Bok Sa Jeo Po Gi”）の女性の霊魂と永遠を誓った梁生の物語、同〈李生窺墻傳〉
（“I Seng Gyu Jang Jeon”）の死んだ妻と知りながらも一緒に暮らした李生の物語な
どであり、一度死んだ女性が再生して何生と夫婦の縁を結ぶ申光漢（Sin Gwang 
 4 李・ウク「朝鮮前期鬼神論に関する研究」『宗敎硏究』第 15 輯（1998 年）、韓国宗教学会、
259－275 頁。以下、下線・太字・翻訳は引用者に拠る。
 5 姜・サンスン「朱子学的鬼神論の隙間と鬼神の帰還―朝鮮王朝前・中期の筆記・野譚類の鬼
神物語を中心に―」『古典と解釈』第 9輯（2010 年）、古典文学漢文学研究学会、195－226 頁。
 6 趙・ヒョンソル「朝鮮王朝前期鬼神物語に表れた神異認識の意味」『古典文學硏究』第23輯（2003
年）、韓國古典文學會、147－178 頁。
 7 姜・サンスン、前掲論文、221 頁。
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 10 同上、21－22 頁に拠る。以下、『薛公瓚傳』のテキストとする。①순창 ( 淳昌 ) 에  살던 
설충란 ( 薛忠蘭 ) 에게는 남매가 있었는데 , 딸은 결혼하여 바로 죽고 , 아들 공찬 ( 公瓚 ) 도 
장가들기 전에 병들어 죽는다 . ②설충란은 공찬이 죽은 후 신주 ( 神主 ) 를 모시고 3년 동안 
제사지내다가  3년이  지나자  공찬의  무덤  곁에  그  신주를  묻는다 . ③설충란의  동생 







































 11 鄭・サンギュン「『薛公瓚傳』研究」『古典文学と教育』第 1 巻 1 号（1999 年）、青官古典文
学会、323－360 頁。
 12 朴・デボク「『薛公瓚傳』の筆禍と怪異的文學觀」『語文硏究』第 36 輯第 4 号（2008 年）、韓
国語文教育研究会、269－296 頁。
 13 許・スンゥ「韓国語本『薛公瓚傳に反映された死生觀の考察」『韓国古典研究』第 21 輯（2010
年）、韓国古典研究学会、273－300 頁。
 14 鄭・ファングック「『薛公瓚傳』事件と 16 世紀小説認識の推移」『民族文学史研究』25 号（2004
年）、民族文学史学会、38－63 頁；趙・ドヒョン「〈薛公瓚傳〉を通じて見た初期小説の流通
様相」『語文硏究』第 51 輯（2006 年）、441－465 頁；李・ボッキュウ、前掲書、41－42 頁。

































































하도 남의 말을 곧이들으시므로 ②이렇게 속여보니 과연 내 술수에 빠졌습니다 .”하고 
그로부터는 오며가며 하기를 무상히 하였다 .  ( 중략 ) 공찬의 넋이 나가면 공침의 마음이 
본래대로 되어 도로 ( 집에 ) 들어와 앉았더니 , 그러므로 많이 서러워 밥을 못 먹고 목놓아 
우니 ,  옷이 다 젖었다 .  제 아버지에게 말하기를 , “나는 매일 ③-1. 공찬이에게 보채여 
서럽습니다 .”하더니  그  때부터는  공찬의  넋이  제  무덤으로  되돌아갔다 .  ( 중략 ) 
③-2.“이렇듯이 나를 따라오시면 숙부님의 형용을 변화시키겠습니다 .”하고 공침의 
사지 ( 四肢 ) 를 비틀고 눈을 찢으니 , 눈자위가 째어지고 또 혀도 파서 빼어내니 , ( 빼어낸 
혀가 ) 코 위에 올라가며 귀의 뒷부분까지도 나갔는데 , 늙은 종이 곁에서 병구완하다가 깨니 , 
그 종도 까무러쳤다가 오래 되어서야 깨어났다 . ( 중략 ) 공침의 아버지가 몹시 두려워 넋을 
잃고 다시 공찬이를 향하여 빌기를 , ④“석산이를 다시는 부르지 않으마 .”하고 매우 비니 , 
오래 되어서야 형상이 본래 모습으로 되었다 .  ( 중략 ) 공침이 기지개를 켜고 일어나 앉아 
머리를 긁고 그 사람들을 보고 이르기를 , “내 너희와 이별한 지 다섯 해인데 , ⑤멀리 
( 저승까지 ) 쫓겨났으니 매우 슬픈 뜻 ( 마음 )이 있다 .” ( 중략 ) ⑥“적선을 많이 한 사람이면 
이승에서 비록 천하게 다니다가도 ( 저승에서 ) 가장 품계 높이 다닌다 . 서럽게 ( 고통스럽게 ) 


























































　野談の嚆矢とされる、柳夢寅（Yu Mong In、1559－1623）の『於于野譚』（Oe U 






































　次に、任埅（Im Bang、1640－1724）の怪異譚集『天倪錄』（Cheon Ye Rok、18 世
紀初）の憑依譚を確認する。まず、〈李秀才が空き家を借り、怪異に見舞われる〉（任
埅著、鄭・ファングック訳『天倪錄』成均館大学校出版部、2009 年、269－277 頁。
以下、テキストとする）では、滅びた家に憑き、悪さをする鬼神が登場する。さら
に、『慵齋叢話』や『於于野譚』には見られなかった巫女への憑依譚が、〈廣寒樓で
霊験な巫女が村長をたぶらかす〉（テキスト 325－328 頁）や、〈ヨンサン川巫女の
ため息子が感激する〉（テキスト 329－332 頁）で展開される。最初の物語では、巫
女に憑依した友人との再会により巫覡が肯定的に描写され、第二の物語では、母の
霊が巫女への憑依により祭祀を受けることができるとし、巫女の憑依そのものを肯
定的に見ている。作家任埅の時代は、鄭・ファングックが指摘するように、「文禄・
慶長の役以降崩壊した社会秩序を再整備するために敎條的政治の形態が大衆に強要
され」（テキスト 23 頁）、任埅は「政論争に加わった。このため官僚としての人生
も栄辱に満ちていた」（テキスト 24 頁）。では、このような任埅が憑依そのものを
肯定的に描くのはどうしてだろうか。それは、朝鮮王朝期を通して絶え間なく否定
されてきた鬼神の実存とは別の次元で、現実の疎通の一通路として、鬼神の憑依が
再評価されたためであると推察する。
　以上から、朝鮮王朝期の憑依譚は『薛公瓚傳』を契機に、「鬼神との共存の可能性」
および「亡き者との疎通の可能性」を提示し、一方で「経済的困難」を説明する説
得力ある物語として民衆の心を癒しつつ、その命脈を保ってきたと見られる。
いえばウルフの二つの類型のうち前者の類型に属し、農民の多くは自給自足の生活を送り、
現金はそれほど必要とせず、都市との往来も自由に行えない状態であった、とみてよいであ
ろう。（中略）自分たちから富を奪い取って急速に成り上がった者への報復・制裁として、邪
悪な動物霊のついている家筋つまり『憑きものの筋』のレッテルを彼らの上に貼らせ、彼ら
を社会から隔離し、社会の日常性つまり秩序を守ろうとしたのである。（中略）したがって『憑
きもの信仰』とは、社会の秩序の安定・維持を『善』とする日常的思考の論理がくだす厳し
い社会的制裁・社会的統御のメカニズムの一つである」。
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3　『薛公瓚傳』憑依譚の意義
　『薛公瓚傳』の筆禍事件を契機に、韓半島での鬼神譚は儒家的思惟を克服できな
かったかのように見られてきた。しかし、憑依譚を追ってみると、元々『薛公瓚傳』
での憑依は、「この世の不条理を告発する一方、この世への執着を捨て切れない作
家蔡壽の老年の心境を反映するプリズム」として作用し、以降の憑依譚は「鬼神と
の共存の可能性」、および「亡き者との疎通の可能性」を提示し、また身分とは関
係なく経験する「経済的困難」を説明するものとして、鬼神の実存を認めつつ民衆
の心を慰めてきたことが分かった。
　憑依は、韓国語辞典では「霊魂に憑く、体や心を頼る」と説明される。『薛公瓚傳』
以降、朝鮮王朝期の憑依譚としては「霊魂に憑く」物語が展開されたが、その憑依
により読者は批判意識に接し、逃れられない不幸を理解する「心の頼り」を経験す
ることができたであろう。その口火を切ったのは、他でもない『薛公瓚傳』であっ
たと思われる。なぜなら、『薛公瓚傳』以前の本格的な憑依譚にはまだめぐり逢わ
ないからである。
